


保健環境研究所の役割 
保健環境研究所では、この試料採取を伴

う立入検査において、環境事務所と連係し、

試料の採取から分析結果の報告までを分

担しており、平成 22 年度は、8 事業場の

10 施設（34 検体）に対して実施しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 試料採取の状況（採取管の挿入） 

 

VOC の採取方法 
VOC の採取は、基本的に煙道に設けら

れている測定孔にテフロン製の採取管を

挿入し、捕集ケース内をポンプで陰圧にす

ることで、排出施設内の VOC を吸引し、

捕集ケース内にある袋状の容器に採取し

ます（図 1、図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VOC の分析方法 
VOC は、時間が経過するにつれて変質す

るため、原則、採取後 8 時間以内に分析す

ることになっています。 
保健環境研究所では、VOC を採取した袋

状の容器を FID 方式の分析装置につなぎ、

VOC 濃度を迅速に分析しています（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 試料分析の状況 

 

分析結果の利用方法 
分析結果は、県環境森林部及び各環境事

務所に提供することにより、県内の大気環

境保全の推進や事業者への指導のための資

料として利用されています。 

 

今後の取り組み 
保健環境研究所では、迅速で正確な分析

結果を提供するために、今後も採取方法や

分析方法について引き続き検討を行い、大

気環境保全の推進に寄与していきます。 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 
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